
みんなに かけ橋

いたばし創造都市宣言



新しい板橋区基本構想と板橋区基本計画
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令和７年10月14日、新しい板橋区基本構想が議決されました。

基本構想では、令和８年度から概ね10年後を想定した、

板橋区全体の将来像（「めざす姿」）を

未来をひらく 緑と文化のかがやくまち “板橋”

と定めています。

「未来をひらく」には、

一人ひとりが創造的な発想をはぐくみ、行動し、

互いにつながりながら、豊かな自然や文化に囲まれ、

子どもたちが笑顔でいられる未来を築き上げていき、

包括的なまちづくりが実現される様子が表現されています。

新しい板橋区基本構想 板橋区基本計画 2 0 3 5

区は、基本構想で掲げた将来像の実現に向けて、

令和８年度から令和17年度までの10年間の区政全般にわたる

総合的な計画として、「板橋区基本計画2035」の策定を進めています。

基本計画における、「子ども・若者」「教育」「福祉・介護」「健康」

「スポーツ・文化」「産業」「環境」「防災・危機管理」「都市づくり」の

９つの基本政策に基づき、施策を総合的に進めてまいります。

また、基本計画では、

区民一人ひとりの「創意(アイデアや工夫)」を原動力とし、それらを掛け合

わせることで、地域に新しい価値やあたたかなつながりを創り出し続ける

創造都市（クリエイティブシティ）

というまちのあり方を明らかにしています。



新しい板橋区オフィシャルロゴ・ブランドスローガン
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新しいオフィシャルロゴ 新しいブランドスローガン



共創するクリエイターの方たち
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オオノ マユミ 氏

イラストレーター／絵本作家

1975年東京都生まれ。セツ・モードセミナー卒。

出版社勤務を経て、フリーランスのイラストレーターに。

2017年イタリア・ボローニャ国際絵本原画展入選後、

イタリア、スペイン、アメリカ、ハンガリーで絵本を出版。

著書に「ぽとん ケーキ ぱくっ(講談社)」、「とって(エンブックス)」、

「誕生花で楽しむ、和の伝統色ブック(パイインターナショナル)」など。

「板橋区基本計画2035」のイラストレーションのほか、二十歳のつどい記念品、

ボローニャ・ブックフェアinいたばしのポスターやバックパネル等も手がける。

柿木原 政広（かきのきはら まさひろ）氏

アートディレクター／絵本作家

1970年広島県生まれ。ドラフトを経て、2007年に10（テン）を設立。

主な仕事に、singingAEON、R.O.U、藤高タオルのブランディング、

角川武蔵野ミュージアム、静岡市美術館、NEWoMan YOKOHAMA、

信毎メディアガーデンのCIとサイン計画。また、美術館のポスターを多く手がける。

カードゲーム「Rocca」をミラノサローネに2012年から出展。

著作に絵本「ぽんちんぱん(福音館書店)」「ねえだっこ(ブロンズ新社)」など。

新しい板橋区のロゴ・スローガンの制作のほか、区オリジナルＳＤＧｓボードゲーム

「いたばしさんぽ」、区の「イタリア・ボローニャ国際絵本原画展」のアートディレ

クションも手がける。



柿木原氏が手がけたデザイン
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柿木原氏が手がけたデザイン（板橋区関連）
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オオノ氏が手がけたデザイン
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オオノ氏が手がけたデザイン（板橋区関連）
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むすびに

10

板橋区は、

「絵本のまち」として育んできた文化的な土台を軸に、

ユネスコ創造都市ネットワークへ、デザイン部門での加盟をめざします。

そして、区民一人ひとりの創意を原動力に、

創造都市（Creative City）としての強みを活かしながら、

板橋区基本計画2035の施策を着実に推進し、

将来像「未来をひらく緑と文化のかがやくまち”板橋”」を

実現いたします。
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